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〈救急キット〉
 ・内容に過不足ない市
販のセットが使いやす
い。

〈非常食〉
 ・食べるとのどが乾く
カンパンより、チョコ
レートやカロリーメイ
トが○。

〈下着・生理用品〉
 ・下着は最低１セット
生理用品は使い慣れて
るものを。

〈靴下・軍手〉
 ・ガラスの飛び散った
室内を歩くには、厚手
の靴下が最適。手を保
護する軍手も必需品。

〈トイレットペーパー〉
 ・芯を抜いてつぶしておく。 〈ウェットティッシュ〉

 ・水が使えないとき役立つ。

〈現金〉
 ・１週間しのげるくら
いの額を目安に。公衆
電話は硬貨しか使えな
くなるので10円玉、
100円玉を多めに。
紙幣も1000円札が
ベスト。

〈携帯ラジオ〉
 ・AMとFM両方受信で
き、電池が懐中電灯と
共用できるものがベス
ト。替えの電池もテー
プで張り付けて。

〈懐中電灯〉
 ・小型で明るいものを。

〈飲料水〉
 ・ペットボトルのミネ
ラルウォーターは１年
ごとに交換を。
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避
難
場
所
ま
で

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て

み
よ
う

　

ま
ず
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
、
家
族
全
員
で
避
難
場
所
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
場
所
が

わ
か
っ
た
ら
、
自
宅
か
ら
避
難
場

所
へ
の
ル
ー
ト
を
決
め
て
実
際
に

歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
家
族
が
離
れ
て
し
ま
っ

た
時
の
た
め
に
集
合
場
所
や
緊
急

連
絡
先
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

用
意
し
て
お
き
た
い

　
　
　

  

非
常
持
ち
出
し
袋

　

も
し
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
ら
、

何
を
持
っ
て
出
た
ら
い
い
の
か
慌

て
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
こ
の
機

会
に
も
し
や
の
非
常
事
態
に
備
え

て
「
非
常
持
ち
出
し
袋
」
を
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
１
年
に
１
度
は
必
ず
点

検
し
ま
し
ょ
う
。
電
池
や
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
缶
詰
な
ど
は
古

く
な
っ
て
い
れ
ば
新
し
い
も
の
と

非常持ち出し袋の中身

　

９
月
１
日
は
防
災
の
日
。

　

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
の
こ

の
日
に
起
き
た
「
関
東
大
震
災
の

教
訓
を
忘
れ
な
い
」
と
い
う
意
味

と
、
こ
の
時
期
に
多
い
台
風
に
対

す
る
心
構
え
の
意
味
も
含
め
て
、

１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
防
災
の
日
に
ち
な
ん
で
、

家
庭
の
災
害
対
策
チ
ェ
ッ
ク
事
項

を
再
確
認
。
家
族
全
員
で
防
災
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
確
認
し
あ
う

一
人
ひ
と
り
の
意
識
づ
け
が
大
切

で
す
。

防災の日

交
換
し
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
災
害
直
後
に
は
持

ち
出
せ
な
く
て
も
後
々
使
用
で
き

る
よ
う
に
、
水
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
を
別
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く

と
便
利
で
す
。

部
屋
の
点
検

　

家
具
の
転
倒
防
止
対
策
と
し

て
、
部
屋
中
の
家
具
を
点
検
。
ち

ょ
っ
と
し
た
対
策
で
大
き
な
事
故

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
次

の
こ
と
を
実
行
し
、
地
震
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

①
照
明
器
具
は
チ
ェ
ー
ン
と
金
具

　

で
天
井
に
固
定
す
る
。

②
２
段
重
ね
の
タ
ン
ス
は
金
具
で

　

連
結
し
て
お
く
。
ま
た
、
上
段

　

に
軽
い
も
の
、
下
段
に
重
い
も

　

の
を
入
れ
る
よ
う
に
日
ご
ろ
か

　

ら
心
が
け
る
。

③
窓
ガ
ラ
ス
の
つ
い
た
食
器
棚
な

　

ど
は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張

　

っ
て
お
く
。
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「
緊
急
地
震
速
報
」
が

　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

　
「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
震
源

に
近
い
観
測
点
で
地
震
を
検
知

し
、
直
ち
に
震
源
や
地
震
の
規
模

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）、
各
地
の
震

度
な
ど
を
推
定
し
、
大
き
な
揺
れ

が
迫
っ
て
い
る
こ
と
の
お
知
ら
せ

を
目
指
す
情
報
で
す
。
こ
の
情
報

を
聞
い
て
、
大
き
な
揺
れ
が
始
ま

る
前
に
防
災
行
動
を
と
る
こ
と
に

よ
り
、
地
震
被
害
の
軽
減
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、「
緊
急
地
震
速
報
」

に
は
情
報
の
提
供
か
ら
大
き
な
揺

れ
が
始
ま
る
ま
で
は
、
長
い
場
合

で
も
数
十
秒
程
度
で
あ
り
、
震
源

に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
情
報
の
提

供
が
主
要
動
の
到
達
に
間
に
合
わ

な
い
場
合
が
あ
る
な
ど
の
技
術
的

な
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
緊
急
地
震
速
報
の

提
供
に
伴
う
事
故
や
混
乱
を
防
止

し
つ
つ
、
地
震
に
よ
る
被
害
を
少

し
で
も
軽
減
す
る
た
め
、
平
成
18

年
８
月
１
日
か
ら
現
時
点
に
お
い

て
も
「
緊
急
地
震
速
報
」
を
混
乱

な
く
利
用
で
き
る
分
野
へ
の
先
行

的
な
情
報
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
９
月
ご
ろ
に
は
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
る
放
送

を
含
め
、
広
く
国
民
へ
の
提
供
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。「
緊
急
地

震
速
報
」
を
有
効
に
活
用
し
、
身

の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
情
報

を
受
け
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
行

動
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
「
緊
急

地
震
速
報
の
利
用
の
心
得
」
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

な
お
、
緊
急
地
震
速
報
の
詳
細

な
ど
に
つ
い
て
は
、

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.jm
a.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

宇
都
宮
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

☎
０
２
８―

６
３
５―

７
２
６
０

緊
急
地
震
速
報
の
し
く
み

　

緊
急
地
震
速
報
は
、
震
源
近
く

で
地
震
（
Ｐ
波
、
初
期
微
動
）
を

キ
ャ
ッ
チ
し
、
位
置
、
規
模
、
想

定
さ
れ
る
揺
れ
の
強
さ
を
自
動
計

算
し
ま
す
。
地
震
に
よ
る
強
い
揺

れ
（
Ｓ
波
、
主
要
動
）
が
始
ま
る

数
秒
～
数
十
秒
前
に
素
早
く
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
震
源
に
近
い
地
域
で

は
、「
緊
急
地
震
速
報
」
が
強
い

揺
れ
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

地震
発生

Ｐ
波
（
初
期
微
動
）を
観
測

情
報
を
発
表

数秒後

震源から離れるほど猶予時間が長くなります

情報発表から主要動到達までの猶予時間情報発表から主要動到達までの猶予時間
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「
緊
急
地
震
速
報
」利
用
の
心
得

　

緊
急
地
震
速
報
は
見
聞
き
し
て
か
ら
強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
が

数
秒
か
ら
数
十
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
短
い
間
に
身
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
周

囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
慌
て
ず
に
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
け
る
具
体

的
な
対
応
行
動
の
指
針

①
家
庭
で
は

・
頭
を
保
護
し
、
大
き
な
家
具
か

ら
離
れ
、
丈

夫
な
机
の

下
な
ど
に

隠
れ
る
。

・
慌
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な
い
。

・
そ
の
場
で
火
を
消
せ
る
場
合
は

火
の
始
末
。
火
元
か
ら
離
れ
て
い

る
場
合
は
無
理
し
て
消
火
し
な
い
。

②
不
特
定
多
数
の
者
が
出
入
り
す

る
施
設
で
は

・
施
設
の
従
業
員
等
の
指
示
に
従
う
。

・
そ
の
場
で
頭
を
保
護
し
、
揺
れ

に
備
え
て
身
構
え
る
。

・
慌
て
て
出
口
、
階
段
な
ど
に
殺

到
し
な
い
。

③
屋
外
で
は

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
自
動
販

売
機
の
転
倒
、
看
板
、
割
れ
た
ガ

ラ
ス
の
落
下
に
注
意
し
、
ビ
ル
の

そ
ば
か
ら
離
れ
る
。

④
乗
り
物
で
移
動
中
は

・
自
動
車
運
転
中
は
後
続
の
車
が

情
報
を
聞
い
て
い
な
い
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
あ
わ
て
て

ス
ピ
ー
ド
を
落
さ
な
い
。
ハ
ザ
ー

ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
し
、
周
り
の
車

に
注
意
を
促
し
た
の
ち
、
緩
や
か

に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
大
き
な

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
道
路
状
況
を

確
認
し
て
安
全
な
場
所
に
停
止
す
る
。

・
鉄
道
・
バ
ス
に
乗
車
中
は
、
つ

り
革
、
手
す
り
な
ど
に
し
っ
か
り

つ
か
ま
る
。

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
中
は
最
寄

り
の
階
で
停
止
さ
せ
、
速
や
か
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
降
り
る
。

那珂川町消防団合同訓練のため
下記区域が立ち入り禁止となります

　町消防団と県防災ヘリコプターの合同訓練を行います。
　馬頭運動場及びポニータウン南側が立ち入り禁止となる
ほか、会場周辺の道路は通行止めや片側通行等の交通規制
となりますので、ご協力をお願いします。
　また、会場周辺では県防災ヘリコプターの離発着または
低空による飛行のため相当量のヘリコプター音と風が起こ
りますので、ご了承ください。
開催日時　８月26日（日）
　　　　　午前10時～正午（雨天中止）
実施会場　馬頭運動場及びその周辺
　　　　　（南町からひばり幼稚園南側）
　　　　　武茂川河川敷等（ポニータウン周辺）
問い合わせ　総務課消防交通係　☎0287－92－1111

武茂川

ポ
ニ
ー
タ
ウ
ン

国道293号

＝立入禁止区域
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暮
ら
し 

ミ
ニ
知
識　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

消
費
期
限
、
賞
味
期
限
の
違
い
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
て

い
る
食
品
の
容
器
に
あ
る
表
示
に

は
、
２
種
類
の
期
限
が
あ
る
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

１
つ
は
「
消
費
期
限
」
で
す
。

こ
れ
は
品
質
の
劣
化
が
比
較
的
早

く
、
製
造
後
速
や
か
に
消
費
す
べ

き
食
品
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
「
賞
味
期
限
」
で

す
。
こ
れ
は
定
め
ら
れ
た
方
法
で

保
存
し
た
場
合
に
、
食
品
の
品
質

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
期
限
を
示

す
も
の
で
、
品
質
の
劣
化
が
比
較

的
緩
や
か
な
食
品
に
表
示
さ
れ
ま

す
。

　

つ
ま
り
、
消
費
期
限
は
安
全
に

食
べ
ら
れ
る
期
限
を
示
し
、
賞
味

期
限
は
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

（
飲
め
る
）
期
限
を
示
す
も
の
で

す
。
ど
ち
ら
の
期
限
も
製
造
者
が

科
学
技
術
的
根
拠
を
基
に
決
め
て

い
ま
す
が
、
食
品
は
食
べ
る
ま
で

の
保
存
状
態
に
大
き
く
左
右
さ
れ

ま
す
。
２
つ
の
期
限
は
容
器
に
表

示
し
て
あ
る
保
存
方
法
を
守
る
こ

と
と
開
封
し
て
い
な
い
こ
と
が
前

提
と
な
り
ま
す
。

　

開
封
し
て
し
ま
う
と
、
消
費
期

限
ま
で
３
日
あ
っ
て
も
、
そ
の
後

の
３
日
間
が
安
全
で
あ
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

　

気
温
が
高
い
夏
は
あ
ら
ゆ
る
食

品
の
傷
み
が
早
い
季
節
で
す
。
表

示
を
正
し
く
読
み
取
り
、
安
全
で

快
適
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
に
注
意
を

　

悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
は
、
判

断
力
の
衰
え
た
高
齢
者
を
ね
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
宅
を
訪
問
し
、「
無
料
で
床
下
を

点
検
し
て
あ
げ
る
」
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
口
実
で
点
検
し
て
み
せ
、「
こ

の
ま
ま
で
は
危
険
だ
。
す
ぐ
に
工

事
し
た
方
が
い
い
」
な
ど
と
不
安

を
あ
お
り
、
契
約
を
勧
め
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
不
安
に
つ
け
込
ん

で
、
健
康
食
品
の
購
入
を
勧
め
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
販
売
業
者
は

言
葉
巧
み
に
勧
め
ま
す
か
ら
、
高

齢
者
は
十
分
な
判
断
が
で
き
な
い

ま
ま
、
高
額
な
契
約
を
し
て
し
ま

い
、
後
日
「
契
約
し
な
け
れ
ば
よ

か
っ
た
。
解
約
し
た
い
」
と
後
悔

し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
中
に
は
、
ま
さ
か
自

分
が
だ
ま
さ
れ
た
と
は
思
わ
ず
、

だ
ま
さ
れ
た
と
わ
か
っ
て
い
て
も

家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
か

ら
と
、
黙
っ
て
い
る
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
高
齢
者
自
身
が

「
だ
ま
さ
れ
な
い
」
と
い
う
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

家
族
や
近
所
の
方
々
が
日
ご
ろ
か

ら
高
齢
者
の
様
子
を
気
に
か
け
る

と
と
も
に
、
身
近
に
相
談
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
も

重
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８―

６
６
５―

７
７
４
４

８月10 日は「道の日」

県の施設を見る「県民バス」参加者募集
●日　　　時　10月4日（木）　●見学場所　林業センター、日光田母沢御用邸記念公園
●コ　ー　ス
　山村開発センター　⇒　まほろばゆうゆう園小川　⇒　林業センター見学　⇒　ろまんちっく村（昼食）
　　　8:20発　　　　　　　すこやか共生館前 8:40　　  10:00～11:20　　　　　 11:40～13:00

　日光田母沢御用邸　⇒　道の駅きつれがわ　⇒　まほろばゆうゆう園小川　⇒　山村開発センター
　記念公園見学　　　　　　　（休憩）　　　　　　　　　16:50　　　　　　　　　17:10着
　 13:40～15:00

●参　加　費　　無料（昼食代は各自負担）　　●募集人員　　40名

●申し込み方法　　参加希望者は、往復ハガキに、住所・氏名・年齢・電話番号・集合場所（山村開発セン
　　　　　　　　　ター・まほろばゆうゆう園小川のいずれか）を記入し、下記へお申し込みください。
　　　　　　　　　１枚のハガキで２名様まで申し込みできますので、参加希望者分を記入して下さい。
　　　　　　　　　応募者多数の場合は抽選とし、９月25日（火）までに通知します。

●申し込み締め切り　　９月14日（金）　当日消印有効

●申し込み・問い合わせ　〒324-0056　大田原市中央１－９－９
　　　　　　　　　　　　栃木県県北県民センター「県民バス」係
　　　　　　　　　　　　☎０２８７－２３－１５５５
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「見るテレビ」から「使うテレビ」へ「見るテレビ」から「使うテレビ」へ

 ケーブルテレビの概要

　ケーブルテレビ（Cable Television）は、テレビ
ジョン放送の難視聴解消を目的として、昭和30年代
より全国各地で設置されました。引き込み端子数が
１万件以上で自主放送を行うケーブルテレビ局は、
昭和62年に「多摩ケーブルネットワーク株式会社
（東京都青梅市）」が第１号として開局し、その
後、首都圏を中心にこれらのケーブルテレビのブー
ムが起こり、多くの地域で展開されています。近
年、情報通信関連技術の急激な進歩を背景として、
自主放送を行う大規模ケーブルテレビは、地域コ
ミュニティ番組の放送が可能であることから、地域
に密着した情報の発信、双方向機能を活用したイン
ターネットの接続、ＩＰ電話等の通信メディアとし
て普及発展していくことが予想されます。なお、
ケーブルテレビの形態については、「自主放送を行
うケーブルテレビ」型と「難視聴解消対応」型に分
類されています。

 ケーブルテレビ（共同受信）施設の種類

　放送を各家庭で受信する方法は、大別して家庭ご
とに受信アンテナを設置する「個別受信」と、ひと
つのアンテナを複数の家庭が使用する「共同受信」
があります。
　共同受信であるケーブルテレビには、次の４種類
があります。
１ 都市受信障害共聴施設
　主として都市部において、ビルや送電線等の建築
物で放送電波が遮られたり、反射されて受信障害が
発生している地域に障害対策として設置された共同
の受信施設です。
２ 集合住宅・ビル共聴施設
　マンション・アパートやオフィスビルなどでテレ
ビ放送を受信するため、共同アンテナを屋上などに

建て、各室に放送電波を分配するために設置された
共同の受信施設です。
３ 難視聴解消共聴施設
　送信所からの放送電波が山や丘陵などによって遮
られ、受信画像質が劣化している地域や放送電波が
届かない地域に対し、難視聴解消対策として設置さ
れた共同の受信施設です。
４ 自主放送型ケーブルテレビ施設　　
　自主放送型ケーブルテレビ施設による受信は増加
し、現在の普及率は30%を超えています。ここでい
う自主放送型ケーブルテレビは、テレビの再送信だ
けでなく、多チャンネル放送サービスや、地域情報
などの番組を制作し、自主放送を行うケーブルテレ
ビのことを指します。 

難視聴解消共聴施設図例

受信用増幅器

受信点用地 BSアンテナ

幹線
同軸ケーブル

線路
増幅器

衛星放送

受信装置

延長増幅器

分配器

分配器

同軸ケーブル
宅内設備

分岐器

分岐器

保安器
引込線

ＢＳデジタル放送
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 ケーブルテレビの特徴

　ケーブルテレビ（CATV）とは、有線テレビ
ジョン放送のことであり、欧米や日本ではこれをブ
ロードバンド化に対応した情報通信基盤として注目
されているとともに、現在進められている地上波テ
レビジョン放送のデジタル化においても、その推進
に寄与すると期待されています。ケーブルテレビの
特徴は、次のとおりです。
１ 地域情報化の拠点
　ケーブルテレビは、地域に根ざしたメディアとし
て、地域情報、防災情報及び公共機関の広報の提供
など、公共情報ネットワークとしての役割を果たし
うる公共性の高いコミュニティメディアであり、地
域の情報化の進展に大きく貢献することが可能で
す。
２ 選択性の高いメディア
　ケーブルテレビは、教育、教養、文化、ニュース
など各種多彩な情報提供が可能であり、利用者に
とって選択の自由度が高く、高度化・多様化する住
民の情報ニーズに最も適切に応える選択性の高いメ
ディアです。
３ 双方向性のあるメディア
　ケーブルテレビは、双方向機能を有するため、在
宅医療、遠隔教育などのより高度な対話型のサービ
スが可能であり、住民生活の質的向上に躍進的に寄
与するメディアです。
４ 地域間情報格差の是正
　ケーブルテレビは、インターネット等を利用して
地域～全国間、地域～地域間等多元的な地理的属性
を有する情報の円滑な流通・伝達が可能であり、多
様な情報を発信元から家庭まで直結することで、地
域間の情報格差を解消できます。

 提供されるサービス

　ケーブルテレビは、放送の再送信サービスの多
チャンネル化のほか、ケーブルテレビ回線の双方向
機能を利用したインターネット接続サービスなどの
通信サービスを総合的に行う「フルサービス」の提
供可能な、地域情報通信基盤です。
１ 地上波放送（アナログ放送）、地上デジタルテレ
　ビ放送の再送信
　高層ビル、山や丘陵などの障害物の影響がない美
しい画像とクリアな音質の視聴が可能です。
　※アナログ放送は、平成23年７月24日までに終了
　　します。
２ 衛星放送の再送信（ＢＳ／ＣＳ）
　パラボナアンテナを設置することなく衛星放送
（ＢＳ・ＣＳ）の視聴ができます。
３ 多彩な専門番組
　ＣＳ放送では、時代劇、映画、スポーツ、音楽、
ドラマ、アニメ、レジャー、ドキュメンタリー、
ニュース、ショッピングなど多種多様な番組がいつ
でも視聴できます。
４ 地域密着情報
　ケーブルテレビ事業者は、株式会社が多数を占め
ますが、地元地方自治体からのお知らせや自主放送
番組・地域情報・生活情報などの地域密着情報が提
供されます。
５ 電気通信サービス
　インターネット接続サービス、ＩＰ電話サービス
などの各種の通信系サービスが可能となります。

栃木県内の主なCATV局 事業者名 主な放送エリア

宇都宮ケーブルテレビ 宇都宮ケーブルテレビ株式会社 宇都宮市、下野市、さくら市、
高根沢町、芳賀町、上三川町、壬生町

わたらせテレビ 足利ケーブルテレビ株式会社 足利市

栃木ケーブルテレビ ケーブルテレビ株式会社 栃木市、西方町、大平町、岩舟町、
藤岡町、都賀町

佐野ケーブルテレビ 佐野ケーブルテレビ株式会社 佐野市
鹿沼ケーブルテレビ 鹿沼ケーブルテレビ株式会社 鹿沼市
大日光ケーブルテレビ 株式会社大日光ケーブルテレビ 日光市
いちごてれび 真岡ケーブルテレビ株式会社 真岡市
テレビ小山放送 テレビ小山放送株式社 小山市
茂木町ケーブルテレビ 茂木町 茂木町
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
22
）

　

今
回
は
、
町
民
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
先
進
地
視
察
先
の
１
つ

で
あ
る
埼
玉
県
寄
居
町
の
「
埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
、
説
明
し
ま
す
。

　

埼
玉
県
で
は
、
人
口
の
増
加
と

生
活
水
準
の
向
上
（
生
活
様
式
の

多
様
化
）
な
ど
に
よ
り
廃
棄
物
が

大
量
に
発
生
す
る
一
方
、
都
市
化

の
進
展
な
ど
に
よ
り
廃
棄
物
の
最

終
処
分
場
の
確
保
が
非
常
に
難
し

く
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
処
分

先
に
困
っ
て
い
る
県
内
の
中
小
企

業
や
市
町
村
な
ど
の
廃
棄
物
を
適

正
に
処
分
す
る
た
め
、
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
で
大
規
模
埋
め
立
て

地
の
確
保
を
決
定
し
寄
居
町
に
用

地
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
地
元
町
民
の
強
い
反
対

が
あ
り
ま
し
た
が
、
県
で
は
地
元

説
明
会
の
開
催
、
町
へ
職
員
を
派

遣
す
る
な
ど
粘
り
強
く
地
元
の
理

解
と
協
力
を
得
る
こ
と
に
努
め
、

県
直
営
の
広
域
埋
め
立
て
最
終
処

分
場
「
埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ

ー
」
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
元
年
か
ら

埋
め
立
て
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
全
体
面
積
は
97
・
７

ha
、
埋
め
立
て
面
積
は
26 

・
８

ha
、
埋
め
立
て
容
量
は
１
９
３
万

㎥
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
特

徴
は
、
前
回
ご
紹
介
し
た
「
エ
コ

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
の
よ
う

に
埋
め
立
て
地
が
１
ヵ
所
で
は
な

く
、
11
ヵ
所
の
埋
め
立
て
地
に
順

次
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
全
国
で
最
初
に
つ

く
ら
れ
た
県
営
の
管
理
型
最
終
処

分
場
で
、
主
な
施
設
と
し
て
は
、

管
理
棟
、
埋
め
立
て
地
、
浸
出
水

処
理
施
設
、
防
災
調
整
池
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
敷
地
内
に
は
、
公

共
関
与
に
よ
る
全
国
初
め
て
の
総

合
的
資
源
循
環
型
モ
デ
ル
施
設 

「
彩
の
国
資
源
循
環
工
場
」
や
、

埋
め
立
て
地
の
跡
地
利
用
と
し
て

整
備
さ
れ
た
三
ヶ
山
緑
地
公
園
が

あ
り
ま
す
。

　

受
け
入
れ
廃
棄
物
は
、
県
内
で

排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
７
種
類

（
燃
え
殻
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

ゴ
ム
く
ず
、
金
属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
・

陶
磁
器
く
ず
、
鉱
さ
い
、
が
れ
き

類
）
及
び
建
設
残
土
、
一
般
廃
棄

物
３
種
類
（
ご
み
焼
却
灰
、
し
尿

処
理
場
焼
却
灰
、
不
燃
物
）
の
う

ち
、
有
害
廃
棄
物
を
除
い
た
無
機

物
を
主
体
と
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

次
回
は
、
各
施
設

の
概
要
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

相談窓口の開設
　馬頭最終処分場について、町民
の皆さんの疑問にお答えし、ご意
見やご要望をお伺いするため、県
と共同で相談窓口を開設していま
す。
相談日時　毎週水曜（当分の間）
　　　　　午後１時～午後６時
場　　所　役場本庁２階 
　　　　　第３会議室
問い合わせ　
　県　馬頭処分場整備室　
　　　☎０２８－６２３－３２２７
　町　環境整備対策室　　
　　　☎０２８７－９２－１１１０

最終処分場視察を実施します

視 察 先　埼玉県環境整備センター（埼玉県寄居町）

　　　　　エコフロンティアかさま（茨城県笠間市）

　　　　　その他、要望の施設

対 象 者　那珂川町に住所を有する団体・グループ

申 込 先　環境整備対策室

実施期日　申し込み団体等と調整のうえ決定します。

不法投棄現場周辺にかかる水質分析結果
（平成19年度経年変動調査分）

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質
分析結果をお知らせします。

調査項目　健康項目、生活環境項目、その他
採 水 日　平成19年６月11日
採水場所　１ 周辺環境水
　　　　　　（1）投棄地直下河川
　　　　　　（2）農業用水
　　　　　　（3）小口川上流
　　　　　２ 投棄現場
　　　　　　（4）投棄地下流側浸出水 
　　　　　　（5）投棄地内浸出水
　　　　　３ 周辺人家井戸水
　　　　　　（6）人家井戸水　９カ所
調査結果　周辺への汚染拡大の兆候は認め
　　　　　られない。
　詳細については環境整備対策室 ☎０２８７
－９２－１１１０にお問い合わせください。

埼玉県環境整備センター
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ありがとう

ございます

寄  贈
○
福
祉
基
金
へ

三
万
五
千
六
百
十
一
円

　
（
有
）益
子
建
築
・（
株
）関
東
フ
ー
ズ

　
　
　
　

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
様

○
美
術
館
へ

五
万
円　
　
　

荒
井
進
様（
矢
又
）

○
図
書
館
へ

図
書
「
陽
気
ぐ
ら
し
の
遺
伝
子
」

一
冊

　
　
　
　
　

高
野
成
人
様（
馬
頭
）

図
書
「
海
辺
の
生
き
も
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
他
五
冊　
　
　
　

　
　
　
　

益
子
千
代
美
様（
松
野
）

図
書
「
奥
の
細
道
」
他
七
冊　

　
　
　
　
　

佐
藤
吉
男
様（
小
川
）

図
書
「
窯
ぐ
れ
乃
記
」
一
冊

　
　
　
　
　

遅
沢
雅
夫
様（
馬
頭
）

○
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　
　

匿
名（
３
９
４
回
）

第１話　「出 発」
　平成２年８月３日、私は初めてこの町に住み始めまし
た。新しい出会いと初めて観る風景、毎日が冒険でした。
　ある日、町内の店で用件をすませた後、その店長に「こ
の辺の必見の場所はどこですか？」と伺いました。しか
し、店長が勧めた全ての所が町外でしたので「町内でお
勧めはありませんか？」と尋ねたところ、「町内はあま
りわかりません」。私はその返事にびっくりし、無関心
さにうんざりしました。
　しかし、最近、私はその店長に似てきてしまったよう
な気がします。町外へ出かけることが多く、17 年間の
うちに、那珂川町について分からなくなったことを深く
反省しています。
　平成 14 年から、私は広報にこの町の学校生活と町内
の教育の様子をコラムとして紹介しています。今でも、

「子どもたちが那珂川町の宝物」と固く信じています。
　しかし、これから私は那珂川町の再発見、そして日本
の再発見をするために、新しい冒険の旅を始めます。発
見したことをこのコラムにしますので、私と一緒に同行
してください。どうぞ、よろしくお願いします。

結
婚
相
談
会
の
ご
案
内

　

那
珂
川
町
結
婚
相
談
所
で
は
、
結
婚
を
希
望

さ
れ
て
い
る
方
や
そ
の
親
御
さ
ん
の
た
め
の
相

談
の
場
と
し
て
結
婚
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

結
婚
相
談
員
が
幸
せ
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

第
１
回

　

日
時　

９
月
２
日（
日
）午
後
６
時
～
午
後
９
時

　

場
所　

馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

第
２
回

　

日
時　

10
月
21
日
（
日
）
午
後
６
時
～
午
後
９
時

　

場
所　

小
川
公
民
館
小
会
議
室

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
（
那

珂
川
町
結
婚
相
談
所
事
務
局
）

☎
０
２
８
７―

92―

１
１
１
２

出
会
い
の
秋
！
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ

　

あ
な
た
も
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
？
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　

９
月
30
日
（
日
）
午
後
６
時
～

場
所　

南
平
台
温
泉
ホ
テ
ル

参
加
資
格　

男
性　

25
歳
以
上
の
独
身
（
那
珂

川
町
在
住
）
女
性　

25
歳
以
上
の
独
身
（
住
所

地
の
制
限
な
し
）

会
費　
男
性　

３
、０
０
０
円 

女
性　

２
、０
０
０
円

定
員　

男
女
各
20
名

締
め
切
り
日　

 

９
月
10
日
（
月
）

　

※
先
着
順
に
受
付
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み　

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
（
那
珂

川
町
結
婚
相
談
所
事
務
局
）

　

☎　

 

０
２
８
７―
92―

１
１
１
２  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８
７―
92―
１
１
６
４　

ケビン・ブラックバーン

町
の
国
際
交
流
員
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
ろ
（
平
成
２

年
）
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日
常
生
活
の
支
援
を
紹
介

　

介
助
犬
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　

な
す
南
農
協
は
、
交
通
事
故
被
害
者
な

ど
の
障
害
者
を
支
援
す
る
介
助
犬
に
つ
い

て
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
７
月
11
日
、
グ

リ
ー
ン
パ
ル
で
「
介
助
犬
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
ひ
ば
り
幼
稚
園
と
馬
頭
地
区

の
各
保
育
園
の
５
歳
児
と
そ
の
保
護
者
約

１
０
０
名
が
介
助
犬
「
レ
イ
ち
ゃ
ん
」
を

迎
え
、
介
助
犬
の
日
常
生
活
の
活
動
内
容

の
紹
介
や
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
車
い
す
に
乗
り
、
レ
イ

ち
ゃ
ん
が
自
動
車
の
キ
ー
や
携
帯
電
話
を

捜
し
て
拾
い
、
支
援
す
る
の
を
体
験
。
レ

イ
ち
ゃ
ん
が
次
々
と
課
題
を
ク
リ
ア
す
る

と
、
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

第
57
回
塩
那
少
年
野
球
大
会

　

57
回
を
迎
え
た
塩
那
少
年
野
球
大
会
が

７
月
14
日
、
16
日
の
2
日
間
、
小
川
小
学

校
と
小
川
運
動
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

藤
田
教
育
長
は
「
厳
し
い
予
選
を
勝
ち

抜
い
て
こ
ら
れ
た
各
チ
ー
ム
に
は
、
歴
史

と
伝
統
あ
る
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
プ
レ
ー

を
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の

後
、
松
の
実
ク
ラ
ブ
の
桶
山
諒
主
将
が
力

強
く
選
手
宣
誓
を
す
る
と
、
練
習
を
積
み

重
ね
た
16
チ
ー
ム
の
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優　

勝　

こ
ぶ
し
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

▼
準
優
勝　

南
ヶ
丘
Ｊ
Ｂ
Ｃ

▼
三　

位　

烏
山
ク
ラ
ブ

▼
三　

位　

湯
津
上
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

風
土
記
の
丘
資
料
館
で
土
器
つ
く
り

　

本
物
の
土
器
を
間
近
で
見
な
が
ら
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
作
品
を
作
ろ
う
と
７
月
22
日
、

風
土
記
の
丘
資
料
館
小
川
館
で
「
土
器
つ

く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
30
人
の
参
加
者
は
、
1.5
㎏
の
粘
土
に

ひ
び
が
入
ら
な
い
よ
う
に
砂
を
混
ぜ
、
こ

ね
ま
し
た
。
底
に
な
る
部
分
を
作
り
、
そ

の
上
に
ひ
も
状
に
丸
め
た
粘
土
を
乗
せ
て

い
く
「
輪
積
み
法
」
で
、
土
器
の
形
を
作

り
ま
す
。
最
後
に
竹
で
線
を
入
れ
た
り
、

縄
目
の
模
様
を
つ
け
た
り
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
土
器
は
２
週
間
乾
か
し
野
焼

き
さ
れ
、
８
月
中
旬
ご
ろ
完
成
す
る
予
定

で
す
。

馬
頭
高
校
生
が
ふ
る
さ
と
美
化
活
動

　

勤
労
の
尊
さ
と
郷
土
愛
を
育
む
た
め
７

月
23
日
、
馬
頭
広
重
美
術
館
な
ど
で
馬
頭

高
校
生
が
「
ふ
る
さ
と
美
化
活
動
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
馬
頭
広
重
美
術
館
と
ふ
れ
あ
い
橋
、

う
ぐ
い
す
工
房
付
近
の
３
ヵ
所
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

馬
頭
高
校
１
年
生
95
名
と
２
・
３
年
生

の
希
望
者
や
生
徒
の
保
護
者
約
20
名
で
、

午
前
９
時
か
ら
１
時
間
半
、
草
刈
鎌
を
手

に
除
草
作
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

い
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。
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川
崎
町
長
が
秋
田
県
美
郷
町
を
訪
問

　

引
き
続
き
友
好
都
市
と
し
て
交
流
を

　

去
る
７
月
９
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、

川
崎
町
長
が
旧
小
川
町
と
交
流
の
あ
っ
た

秋
田
県
旧
仙
南
村
（
平
成
16
年
11
月
に
旧

仙
南
村
ほ
か
２
町
と
合
併
し
、
現
在
は
美

郷
町
）
を
訪
れ
、
今
後
の
交
流
に
つ
い
て

松
田
知
己
美
郷
町
長
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

川
崎
町
長
は
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
、

「
民
間
を
中
心
と
し
た
交
流
や
那
須
小
川

ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
等
の
文
化
交
流
を
今
ま
で

ど
お
り
行
っ
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
両
町

の
職
員
間
の
交
流
な
ど
課
題
検
討
や
情
報

交
換
等
を
行
い
、
お
互
い
の
町
政
運
営
に

プ
ラ
ス
と
な
る
事
業
が
実
施
で
き
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
松
田

町
長
も
同
じ
考
え
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

友
好
都
市
と
し
て
引
き
続
き
交
流
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

南
那
須
地
区
推
進
大
会
開
催
さ
れ
る

　
「
防
ご
う
犯
罪
と
非
行　

助
け
よ
う
立

ち
直
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
７
月
12
日
、小

川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

で
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
南
那
須
地

区
推
進
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
の
桑
野
正
光

館
長
に
よ
る
記
念
講
演
で
は
、「
栃
木
県
民

は
年
々
、
田
舎
の
良
さ
で
あ
る
協
働
の
精

神
を
失
い
つ
つ
あ
り
、
一
方
で
は
都
会
の

マ
ナ
ー
が
身
に
付
か
ず
、
中
途
半
端
な
県

民
性
と
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
社

会
の
モ
ラ
ル
を
身
に
付
か
せ
、
非
行
を
防

止
す
る
た
め
に
も
、
大
人
自
身
が
自
ら
反

省
し
、
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

那
珂
川
で
シ
マ
ノ
・
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

　
　
　
　
　

鮎
釣
り
選
手
権
大
会

　

２
０
０
７
シ
マ
ノ
・
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

鮎
釣
り
選
手
権
大
会
の
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル

東
日
本
大
会
が
７
月
28
日
、
那
珂
川
の
新

那
珂
橋
付
近
で
行
わ
れ
、
地
区
大
会
を
制

し
た
55
名
が
釣
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

競
技
は
２
試
合
の
合
計
匹
数
と
占
有
率

で
競
い
、
関
東
大
会
を
勝
ち
進
ん
で
出
場

し
た
小
室
伸
一
さ
ん
（
神
奈
川
県
）
が
27

匹
を
釣
っ
て
、
占
有
率
22
・
59
の
勝
点
26

 

・
５
で
、
み
ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。
優
勝

し
た
小
室
さ
ん
に
は
、
川
崎
町
長
か
ら
コ

シ
ヒ
カ
リ
20
㎏
の
米
俵
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
２
０
０
７
年
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

決
め
る
全
国
大
会
は
９
月
１
日
・
２
日
に

島
根
県
の
高
津
川
で
行
わ
れ
、
上
位
入
賞

し
た
６
名
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

㈱
吉
野
工
業
所
な
ど
が
道
路
の
ご
み
拾
い

　

㈱
吉
野
工
業
所
の
派
遣
会
社
、
㈱
キ
ャ

リ
ア
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
日
ご
ろ
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
那
珂
川
町
に
貢
献
し
よ

う
と
７
月
29
日
、国
道
２
９
３
号
、２
９
４

号
な
ど
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
、
吉
野
工
業
所
第
２
工
場
に

社
員
約
70
名
が
集
合
。
星
ジ
ャ
パ
ン
元
気

づ
く
り
代
表
は
「
こ
れ
か
ら
も
若
い
人
た

ち
を
巻
き
込
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。「
俺
た
ち

最
高
、
き
れ
い
に
す
る
ぞ
」
な
ど
と
気
勢

を
上
げ
、
15
名
～
17
名
の
グ
ル
ー
プ
４
班

編
成
に
よ
り
、
約
２
時
間
半
、
国
道
な
ど

の
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
を
計
画
し
た
増
田
剛
宇
都
宮

事
業
所
長
は
「
今
回
、
初
め
て
の
試
み
で

す
が
、
毎
年
恒
例
に
し
て
い
き
た
い
。
そ

し
て
、
地
元
住
民
と
一
緒
に
実
施
し
、
交

流
で
き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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よ
り
良
い
眠
り
の
た
め
の
環
境

光
…
寝
室
の
明
る
さ
は
、
お
ぼ
ろ

　

げ
に
も
の
の
形
が
見
え
る
光
が

　

良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

　

自
分
に
と
っ
て
一
番
眠
り
や
す

　

い
と
思
え
る
明
る
さ
を
探
し
て

　

み
ま
し
ょ
う
。

音
…
夜
間
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
物

　

音
で
も
寝
つ
け
な
い
原
因
に
な

　

り
ま
す
。外
か
ら
の
騒
音
に
は
、

　

厚
手
の
カ
ー
テ
ン
や
２
重
サ
ッ

　

シ
な
ど
で
防
音
対
策
を
と
り
ま

　

し
ょ
う
。

温
度
・
湿
度
…
夏
は
温
度
が
25
℃
、

　

湿
度
は
50
％
が
理
想
で
す
。
エ

　

ア
コ
ン
な
ど
の
設
定
は
25
～
28

　

℃
が
目
安
で
す
。

良
い
眠
り
の
た
め
の
寝
具
条
件

　

ぐ
っ
す
り
眠
る
た
め
に
は
、
快

適
な
寝
具
を
選
ぶ
こ
と
も
大
切
で

す
。
一
般
に
、
柔
ら
か
く
軽
い
掛

布
団
、適
度
な
固
さ
の
敷
き
布
団
、

ほ
ど
よ
い
高
さ
の
枕
が
良
い
寝
具

の
条
件
で
す
。

②
刺
激
物
を
避
け
、
寝
る
前
に
は

　

自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
を

　

カ
フ
ェ
イ
ン
の
覚
醒
作
用
は
摂

取
後
30
～
40
分
後
か
ら
表
れ
、
４

～
５
時
間
持
続
し
ま
す
。
寝
る
４

時
間
前
の
カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取
や
１

時
間
前
の
喫
煙
は
避
け
ま
し
ょ

う
。
軽
い
読
書
、
音
楽
、
ぬ
る
め

の
入
浴
、
香
り
等
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
ま
し
ょ
う
。

　
③
就
床
時
刻
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、

　

眠
く
な
っ
て
か
ら
床
に
つ
く

　

眠
ろ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
頭

を
さ
え
さ
せ
、
寝
つ
き
を
悪
く
し

ま
す
。

④
同
じ
時
刻
に
毎
日
起
床

　

早
寝
早
起
き
で
な
く
、
早
起
き

が
早
寝
に
通
じ
る
の
で
す
。
休
日

に
だ
ら
だ
ら
と
床
で
過
ご
す
と
、

次
の
朝
が
つ
ら
く
な
り
ま
す
。

⑤
昼
寝
を
す
る
な
ら
午
後
３
時
前

　

の
20
～
30
分
間

　

長
い
昼
寝
は
か
え
っ
て
ぼ
ん
や

り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
夕
方
以
降

の
昼
寝
は
夜
の
睡
眠
に
影
響
し
ま

す
。

快
適
な
睡
眠
で

　
　

心
身
と
も
に
健
康
に
！

　

朝
ま
で
ぐ
っ
す
り
眠
れ
、さ
わ
や

か
に
目
覚
め
ら
れ
れ
ば
、１
日
の
始

ま
り
が
と
て
も
充
実
し
ま
す
。

　

現
代
社
会
の
中
で
、
睡
眠
に
悩

み
を
も
つ
人
は
５
人
に
１
人
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
的
な
生
活

を
送
る
た
め
、
快
適
に
睡
眠
を
と

る
コ
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

快
適
な
睡
眠
の
た
め
の
ヒ
ン
ト

①
日
中
眠
気
で
困
ら
な
け
れ
ば
睡

　

眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
良
い

　

成
人
の
場
合
６
～
７
時
間
が
睡

眠
充
足
の
目
安
で
す
。
年
を
と
る

と
必
要
な
睡
眠

時
間
が
短
く
な

り
、
70
歳
を
超

え
る
と
平
均
６

時
間
弱
で
す
。

　

本
校
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
は
、

学
校
教
育
に
理
解
が
深
く
、
子
ど

も
た
ち
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
に

熱
心
に
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

の
自
然
環
境
や
地
域
、
社
会
の
協

力
体
制
を
生
か
し
て
、
ふ
れ
合
い

を
深
め
な
が
ら
豊
か
な
心
を
育
も

う
と
す
る
の
が
、
本
校
教
育
の
特

色
で
す
。

  

５
月
に
は
、
入
郷
の
鈴
木
欣
市

お
い
し
い
お
米
が
と
れ
る
よ
う
、

看
板
を
立
て
ま
し
た
。
秋
に
は
稲

穂
が
実
り
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
る

こ
と
を
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

  

７
月
に
は
、
１
人
１
鉢
運
動
の

「
菊
づ
く
り
」を
仲
丸
の
齋
藤
泰
氏

か
ら
植
え
方
の
注
意
や
説

明
を
聞
き
、
植
え
付
け
ま

し
た
。
夏
休
み
は
自
宅
に

持
ち
帰
り
、
２
学
期
は
学

校
で
大
輪
の
花
が
咲
く
よ

う
、
心
を
込
め
て
世
話
を

し
ま
す
。

  

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
勤

労
の
尊
さ
や
感
謝
の
念
、

ふ
れ
合
い
の
大
切
さ
、
助

け
合
い
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
有
意
義
な
活
動

で
し
た
。

谷川小学校から

氏
の
水
田
で
、
恒
例

の
全
校
生
に
よ
る
田

植
え
を
行
い
ま
し
た
。

６
年
生
は
１
年
生
の

面
倒
を
見
な
が
ら
、

全
校
生
が
家
族
の
よ

う
な
雰
囲
気
の
中

で
、
充
実
し
た
活
動

が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
田
植
え
終
了
後
、
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広
報
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
宜
永
／
著
（
講
談
社
）

　

55
才
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
。
新
し
い
人
生
は
、
そ
こ
か
ら

始
ま
っ
た
。
リ
ス
ト
ラ
の
恐
怖
、
夫
婦
の
危
機
、
家
族
の

崩
壊
、
肉
体
の
衰
え
…
。
悩
み
は
山
ほ
ど
あ
る
が
、
ま
だ

未
来
は
開
け
て
い
る
は
ず
だ
。

　

転
換
期
を
迎
え
た
男
た
ち
の
、
心
の
惑
い
が
描
か
れ

た
、
渾
身
の
長
編
小
説
で
す
。

◇
『
大
江
健
三
郎　

作
家
自
身
を
語
る
』　

大
江
健
三
郎
／
著
（
新
潮
社
）　
　

◇
『
新
帝
都
物
語
』　

荒
俣
宏
／
著
（
角
川
書
店
）

◇
『
獣
医
か
ら
も
ら
っ
た
薬
が
わ
か
る
本
』　

浅
野
隆
司
／
監
修
（
世
界
文
化
社
）

◇
『
逆
立
ち
日
本
論
』　

養
老
孟
司
・
内
田
樹
／
著
（
新
潮
社
）

◇
『
つ
め
た
く
て
あ
ま
い
お
菓
子
』　

黒
川
愉
子
／
著
（
文
化
出
版
局
）　

◇
『
緑
の
模
様
画
』　

高
楼
方
子
／
著
（
福
音
館
書
店
）

◇
『
国
際
協
力
の
現
場
か
ら
』　

山
本
一
巳
・
山
形
辰
史
／
著
（
岩
波
書
店
）

◇
『
虫
の
こ
ど
も
た
ち
』　

新
開
孝
／
写
真･

文
（
福
音
館
書
店
）

◇
『
ト
ウ
ー
ト
レ
イ
ン
ズ
』　

魚
住
直
子
／
著
（
学
習
研
究
社
）

◇
『
イ
ル
カ･

ク
ジ
ラ
大
図
鑑
』　

中
村
庸
夫
／
監
修
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂
美
人
／
著
（
角
川
書
店
）

　

法
医
学
教
室
の
助
教
授
・
神
ヒ
カ
ル
は
、
監
察
医
務
院
で

外
国
人
グ
ル
ー
プ
に
襲
わ
れ
た
。
次
々
と
犠
牲
者
が
発
生
す

る
な
か
襲
撃
犯
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
解
剖
室
に
運
ば
れ
た
女

性
国
際
ス
パ
イ
と
判
明
。
そ
の
死
体
に
あ
る
秘
密
が
隠
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
襲
撃
犯
の
真
の
目
的
と
は
い
っ
た
い
何
な

の
か
。
第
27
回
横
溝
正
史
ミ
ス
テ
リ
ー
大
賞
受
賞
作
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

『
ロ
ス
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
』

　
　
　
　
　
　

松
谷
み
よ
子
／
文
・
木
内
達
朗
／
絵
（
講
談
社
）

　

１
９
４
５
年
８
月
６
日
、
爆
心
地
よ
り
1.8
キ
ロ
の
地
点
で
１
台

の
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
が
被
爆
し
ま
し
た
。

　

あ
の
日
か
ら
62
年
、
ピ
ア
ノ
は
今
も
音
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。

広
島
原
爆
を
書
い
た
『
二
人
の
イ
ー
ダ
』
に
は
じ
ま
り
、
長
年
に

わ
た
っ
て
戦
争
を
見
つ
め
て
き
た
著
者
が
書
き
下
ろ
し
た
、
平
和

へ
の
確
か
な
願
い
が
こ
め
ら
れ
た
作
品
で
す
。

『
ミ
サ
コ
の
被
爆
ピ
ア
ノ
』 那珂川町

図書館

『
戦
力
外
通
告
』

俳　

句

味
噌
汁
の
青
き
香
り
や
淡
竹
の
子　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

塚
原　
　

廣

夕
立
に
追
は
れ
軒
先
借
り
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

藤
田　

芳
輝

蓮
の
花
夢
の
ご
と
く
に
開
き
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

大
金　

キ
ヌ

空
魚
篭
に
木
苺
摘
み
し
那
須
野
か
な　
　
　
　
　
　
　

三　

輪　
　
　

永
森　

悦
子

虹
の
環
の
中
に
大
河
の
橋
か
か
る　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　
　
　

国
安　
　

薫

一
介
の
農
夫
た
る
父
冷
奴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

和
泉
す
み
を

村
お
こ
し
の
蛍
飛
び
交
ふ
校
舎
跡
に
楽
高
鳴
り
て
夜
を
に
ぎ
は
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和　

見　
　
　

小
高　

歌
子

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
車
よ
り
手
を
振
る
媼
見
ゆ
会
釈
返
し
て
挙
手
の
礼
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛　

泉　
　
　

佐
藤　
　

茂

日
常
の
匂
ひ
な
き
歌
詠
み
た
し
と
言
ひ
し
こ
と
あ
り
今
は
思
は
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

松
原　

幸
雄

紙
に
折
り
し
鍋
敷
二
つ
届
き
た
り
元
気
で
施
設
に
暮
す
と
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

佐
藤
佳
久
子

熟
れ
麦
の
広
き
畑
に
風
た
ち
て
穂
波
潮う
し
おの
ご
と
く
満
ち
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　
　
　

塚
原　

タ
イ

見
下
ろ
せ
ば
五
稜
郭
跡
鮮
や
か
な
星
の
輪
郭
天
に
真
向
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

古
沢　
　

実

　
　普

段
着
も
美
人
が
着
れ
ば
高
く
見
え　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

笹
沼　

季
子

楽
し
み
な
明
日
へ
雨
も
唄
っ
て
る　
　
　
　
　
　
　
　

薬　

利　
　
　

大
嶹　

克
明

受
粉
し
た
西
瓜
へ
食
べ
る
日
を
数
え　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

岡
崎　

甫
子

来
春
は
ひ
孫
の
顔
が
見
ら
れ
そ
う　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　

佐
藤　

有
紀

収
穫
へ
労
を
惜
し
ま
ず
流
す
汗　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

内　
　
　

郡
司　

正
幸

短　

歌

川　

柳
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那珂川町成人式スタッフ募集

　那珂川町教育委員会では、平成20
年１月に行われる成人式の企画・運
営に携わる新成人者のボランティ
ア・スタッフを募集します。
┤ 　町内に在住し、来年１月に成
人式を迎える方（昭和62年４月２日
～昭和63年４月１日生まれの方）
֙←　受付、式典ピアノ伴奏、式典
司会進行、成人者代表謝辞など
ᵐ Љ 　若干名
ᵐ Ц　打ち合わせ会議（３回程

度）及び当日の式典に参加できる方
ᵐ 　９月28日（金）
ṻʡḌˬʸ　生涯学習課
　　　　　　☎0287－92－2897
ʺˋЗ　成人式は、平成20年１月13
日（日）午前10時から小川総合福祉
センターあじさいホールで開催の予
定です。

第２回町民ハイキング

　９月30日（日）
ὐ 　日光方面（予定）
ᵐ ЉṜ　50名
　※定員になり次第締め切ります。
ᶱᴲ 　小学生以上
ᶱᴲ 　大人3,000円
　　　　小人2,000円（中学生以下）
ʴ ˜　９月14日（金）までに総

合体育館または小川公民館へ
ṻʡḌˬʸ　総合体育館
　　　　　　☎0287－92－5611

南那須地区音楽祭
出演団体募集

　一般の部の出演者を募集します。
ӊ 　10月５日（金）
ӊὐ 　那珂川町総合体育館
┤ 　南那須地区内に在住、また
は南那須地区に所在する事業所に勤
務する者
ὐמ ⃰  ①合唱（時間５分以内）、

②合奏（時間８分以内）
※それぞれ、曲目及び人数は自由
ʴ ˜͋ṻʡḌˬʸ

生涯学習課　☎0287－92－2897

第30回栃木県少年の主張発表
南那須地区大会のご案内

　９月12日（水）
　　　午後１時30分～４時
дὐ　小川総合福祉センター　あじ
さいホール
֙←　那珂川町、那須烏山市の各中
学校の代表１名の生徒が日常生活の
中で感じた、心からの思いや考えたこ
と、感銘を受けたことを発表します。

　９月６日（木）までに電
話でお申し込み下さい。
ʴ ˜¤ṻʡḌˬʸ 栃木県烏山健

康福祉センター　☎0287－82－2231

広重美術館無料開放のご案内

　ただいま企画展「保永堂東海道か
ら竪絵東海道」後期を開催中。帰省
されたご家族と、ゆったり東海道の
旅風景を味わってみませんか。

　８月14日（火）
　午前９時30分～午後５時

※ただし、入館は午後４時30分まで
ʺˋЗ　町外者も無料です。
ṻʡḌˬʸ　馬頭広重美術館
　　　　　　☎0287－92－1199

馬頭広重美術館ワークショップ
けしごむハンコの会
―ブックカバー編―

　手軽に彫れる消しゴムハンコを使
って、お気に入りの文庫本にぴった
りのオリジナルブックカバーを作り
ませんか？

　８月26日（日）
　　　午後１時30分～
ὐ 　広重美術館視聴覚研修室
ᶱᴲ 　（材料費）1,000円

ˇ˟ˋ　デザイン（こちらでも用
意いたします）、お気に入りの文庫本
⃰Ṝ　15名（申し込み先着順）

ʴ ˜ ８月19日（日）　˧ץ
ṻʡḌˬʸ　馬頭広重美術館
　☎0287－92－1199　担当　津田

栃木県男女共同参画
地域推進員を募集します！

　男女共同参画の推進と女性問題の
課題解決を図るため、男女共同参画
推進の担い手として、地域において
活動している方や、興味・関心のあ
る方を募集します。
ϑˇ ᴡ

・地域活動に参加し、男女共同参画
　に関する普及啓発を行う。
・女性問題の課題解決
・ボランティアとして自主的な活動
　を行う。
ʴ ˜ ８月30日（木）　˧ץ
ʴ ˜͋ṻʡḌˬʸ　

生涯学習課　☎0287－92－2897

やっぱり木が好き！　　　　
　　　もくもくまつり２００７
～ろまんちっく村で木と遊ぼう！～

　「木」と遊び、接することで
「木」や「緑」を大切にする心を養
い、県産材の需要拡大を図るため
「とちぎ木材フェスティバル」を開
催します。

　９月30日（日）
　　　午前９時30分～午後４時
ὐ 　ろまんちっく村いこいの広場
　　　（宇都宮市新里町丙254）
ӊʴ 　チェンソーカービングショ
ー、親子丸太切り、苗木等の無料配
布、木のボウリング大会、木材に関
する体験コーナー及びパネル展示等
ṻʡḌˬʸ　とちぎ木材フェスティ
バル実行委員会（栃木県木材業共同
組合連合会）☎028－652－3687

手
作
り
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー


